
新
井
自
石
と
利

　
　
附
世
界
屏
風
圖
考

鶏
餐
偲

藤
　
　
田

元
　
春

　
　
　
　
　
　
　
　
牌
、
西
洋
紀
聞
と
利
塒
蜜

　
花
弁
白
石
の
茜
洋
紀
聞
合
懇
を
み
る
と
、
大
地
海
水
と
相
合
し
て
漁
父
圓
な
る
事
、
球
の
如
に
し
て
天
厨
の
中
に
居

る
、
た
と
へ
ば
鶏
子
の
黄
な
る
、
青
き
内
に
あ
る
が
如
し
。
其
地
球
の
周
九
萬
里
に
し
て
、
上
下
四
労
皆
入
あ
り
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

れ
り
と
記
し
て
あ
る
が
、
實
は
こ
の
文
句
は
、
宿
墨
餐
の
「
坤
輿
全
圖
」
に
記
し
た
交
を
そ
の
ま
、
に
如
し
取
つ
だ
も
の
　
ω

で
あ
る
。
全
圖
に
曰
く
、

　
地
輿
海
本
憂
圓
形
而
合
爲
｝
球
、
居
天
球
之
中
、
誠
繊
塵
子
黄
在
廓
内
（
中
略
）
築
地
之
東
西
粥
北
各
一
週
有
九
萬
里
實
数
也
Q

　
利
罵
蟹
の
こ
の
學
説
は
、
朋
志
天
交
志
に
記
し
た
通
り
、
近
世
天
交
學
及
地
理
學
の
支
那
に
渡
つ
沈
備
矢
一
．
．
あ
る
か

ら
、
同
書
に
も
、
脚
宗
の
時
、
西
洋
人
利
砺
實
等
中
國
に
入
る
、
天
文
暦
算
之
學
に
精
し
く
．
微
を
嚢
し
奥
を
画
く
、

運
糞
重
器
．
前
直
島
嘗
有
也
Q
と
頭
め
、
こ
、
に
其
要
論
を
綴
て
篇
に
著
す
と
記
し
た
程
で
、
い
か
に
古
を
爾
ぷ
支
那

の
學
者
と
難
も
、
、
．
こ
の
地
球
説
に
は
反
甥
が
串
來
す
、
全
く
そ
の
説
に
服
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
極
星
の
高
さ
に
よ
っ

て
土
地
の
緯
度
を
測
り
、
支
那
の
里
撒
で
毎
度
二
百
五
十
塁
に
掌
る
か
ら
、
地
球
の
周
九
萬
里
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
の

　
　
　
　
親
井
ゐ
日
石
と
利
犠
剛
轡
　
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
剛
十
山
ハ
巷
　
　
第
二
號
　
　
　
二
〇
｝
二



　
　
　
　
　
凝
井
白
石
と
利
川
瀬
（
藤
代
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
六
巻
第
∴
號
　
一
δ
四

如
き
、
全
く
面
罵
賢
の
首
唱
す
る
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
坤
輿
馬
食
に
記
す
所
の
外
界
の
地
名
や
人
情
風
俗
、

珍
奇
な
風
」
聞
と
い
ふ
や
う
な
も
の
は
、
す
べ
て
支
那
人
に
は
初
め
て
聞
く
と
こ
ろ
の
事
實
で
あ
っ
π
。
（
拙
著
尺
度
綜
考

参
照
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
油

　
新
井
白
、
石
が
後
に
出
で
て
西
洋
紀
聞
や
采
覧
異
言
を
述
作
す
る
に
當
っ
て
、
こ
の
坤
輿
全
圖
に
從
つ
た
の
も
騒
然
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
隅
石
は
坤
輿
全
囲
の
外
に
當
時
官
府
に
あ
っ
陀
船
來
の
オ
ラ
ン
ダ
銀
板
の
圓
を
見
る
こ
と
を
得
、

且
官
命
に
よ
り
貿
ー
マ
人
シ
官
テ
及
オ
ラ
ン
ダ
人
等
に
つ
い
て
、
海
外
の
事
情
を
問
ひ
だ
い
し
、
大
に
登
明
す
る
所
が

あ
っ
た
か
ら
、
や
が
て
彼
の
著
述
は
利
罵
賢
の
及
ば
ざ
る
所
を
補
ふ
こ
と
が
出
　
判
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
予
は
ま
つ
・
臼
石
の
「
西
洋
紀
聞
」
に
い
か
程
利
塒
竃
の
坤
輿
圖
説
と
田
入
が
あ
る
か
と
ゼ
ふ
こ
と
を
述
べ
て
み
や
う
と

思
ふ
。
萬
國
坤
輿
全
圖
を
見
る
と
、

　
・
叉
以
地
勢
分
與
地
、
爲
五
大
州
、
日
蹴
遇
巴
、
田
口
末
亜
、
臼
製
糖
蕊
、
田
南
…
北
斑
濫
届
蜘
、
田
口
淑
蝋
泥
伽
e

と
い
ふ
句
が
あ
る
の
に
西
洋
紀
聞
を
み
る
と
こ
の
メ
ガ
ラ
ニ
カ
と
い
ふ
の
が
な
、
い
。
・
今
期
文
章
を
引
い
て
み
る
。

　
凡
そ
の
地
た
分
ち
て
五
大
州
と
な
す
。
｝
に
エ
ウ
・
パ
、
漢
に
鰍
羅
巴
と
羅
す
、
某
に
じ
め
漢
音
の
如
く
に
よ
び
し
な
、
西
人
聞
き
て
こ
れ
支
那
の
音
霧

　
也
と
い
ふ
。
後
ま
た
阿
野
人
に
問
ふ
に
、
そ
の
い
ふ
所
も
亦
然
也
。
む
か
し
我
俗
ヨ
ゥ
ロ
ウ
ハ
と
い
ひ
し
に
、
漢
音
の
韓
砒
な
り
。
俗
に
奥
南
下
と
い
ふ

　
緬
方
即
此
也
。

二
つ
に
ア
フ
リ
カ
・
漢
に
利
蚕
と
嫌
気
戸
冠
三
つ
に
ア
ツ
ア
灌
藩
響
鐸
順
噸
漁
源
細
断
融
蒙
四
つ
に
チ
チ
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
以
上
三
大
贈
聾
に
一
圏
の
内
に
あ
り
て
亀
上
界
と
す
。

㍗
・
ア
メ
リ
カ
影
辮
較
醸
隔
蓋
塗
つ
・
に
・
－
デ
．
ア
ー
カ
瞥
鋸
館
謙
羅
慰
謙
髄
舗

（3S）



ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

以
上
二
大
州
共
に
一
燭
の
内

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
あ
り
て
塊
下
界
と
す
O

　
右
の
交
章
の
う
ち
、
臼
石
が
漢
に
課
す
る
何
々
と
い
ふ
の
は
、
す
べ
て
利
蛎
賢
の
圖
に
從
つ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
厭

呼
号
の
羅
字
に
老
が
あ
る
の
も
、
原
本
に
忠
實
に
從
っ
て
み
る
。
但
し
南
北
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
誤
つ
旋
。
猫
こ
の

文
章
に
よ
っ
て
、
世
界
を
薔
大
陸
と
新
大
陸
と
に
分
つ
二
大
孚
球
の
世
界
全
圖
な
る
も
の
、
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

蓋
し
白
石
は
坤
輿
全
職
を
み
る
と
同
時
に
、
こ
の
雨
孚
球
世
界
圖
を
も
み
た
の
で
あ
っ
た
。
序
に
云
ふ
、
坤
輿
全
圖
は

Φ
Φ
£
蚕
℃
ぼ
0
9
匂
。
β
窪
塾
く
か
ド
賛
累
ρ
弁
○
魯
6
q
に
英
人
轄
店
。
聖
く
o
o
鳥
が
解
説
し
た
通
り
、
日
本
で
卵
形
圖
と
い

ふ
プ
ロ
ぜ
ク
シ
ョ
ソ
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
レ
ミ
ッ
シ
ユ
派
の
オ
ル
テ
ソ
ウ
ス
圖
式
で
あ
る
。
こ
の
圖
式
は
叉
其
創

始
者
の
名
に
よ
り
て
ア
ビ
ア
ソ
圖
式
と
も
い
ひ
、
只
今
で
は
楕
整
形
投
影
法
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
◎

　
つ
ぎ
に
爾
孚
球
圖
の
東
洋
で
の
製
作
は
、
白
石
が
之
を
見
た
時
よ
り
も
早
く
康
煕
十
三
鶴
（
西
紀
一
六
七
四
）
に
自
耳

義
人
南
懐
仁
が
支
那
鐸
を
し
た
坤
輿
全
署
に
既
に
用
ひ
ら
れ
て
る
た
も
の
で
あ
る
が
、
李
射
職
法
に
よ
る
か
、
若
く
は
之

を
改
良
し
た
グ
ロ
ー
ブ
ラ
ー
圖
法
に
從
ふ
も
の
が
最
も
多
く
用
ひ
ら
れ
る
。
南
懐
仁
の
爾
孚
球
圓
は
経
線
が
緯
線
に
よ

っ
て
完
全
に
等
分
さ
れ
す
し
て
、
圓
の
端
に
ゆ
く
程
距
離
が
廣
が
る
か
ら
、
李
射
開
法
で
あ
る
。
や
が
て
そ
れ
が
グ
マ

ー
ブ
ラ
ー
に
か
は
る
。
自
石
の
み
π
も
の
は
恐
ら
く
グ
ロ
ー
ブ
ラ
ー
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
、
他
に
そ
の
例
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
但
し
グ
ロ
ー
ブ
ラ
ー
圖
法
は
一
六
六
〇
年
頃
に
創
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
南
懐
仁
の
原
本
と
殆
ど
同
時

　
　
　
　
新
晶
介
白
石
と
利
璃
耀
買
　
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
雀
　
　
餓
〃
二
瀬
　
　
　
二
〇
五

（　3g．　）



　
　
　
　
凱
制
井
貞
門
石
と
剰
蝋
型
鮮
ハ
　
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筑
曙
詣
－
六
巻
　
　
盤
翠
二
騨
例
　
　
ご
〇
六

の
も
の
で
あ
る
。
但
し
臼
本
で
爾
孚
球
圖
の
出
版
は
、
す
っ
と
邊
れ
て
寛
政
に
な
ら
ぬ
と
出
來
な
か
っ
た
。

　
さ
う
し
た
次
第
で
、
山
石
の
漢
諜
と
い
ふ
は
、
す
べ
て
利
砺
餐
に
從
つ
た
の
で
あ
る
が
、
利
砺
餐
の
メ
ガ
ラ
ニ
カ
な

る
も
の
を
白
石
は
紀
聞
の
上
で
無
い
も
の
に
し
だ
の
み
で
な
く
、
各
州
の
境
界
に
つ
い
て
も
、
利
獲
賞
の
記
す
所
に
合

し
な
い
地
名
を
記
入
し
た
。
そ
の
う
ち
に
は
利
塒
螢
の
繹
を
正
さ
ん
と
し
た
所
も
あ
る
が
、
明
に
筆
石
の
誤
っ
た
黙
も

な
い
で
は
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
製
の
地
覆
を
見
て
、
利
砺
費
の
記
事
を
い
か
に
墾
じ
た
か
を
明
に
す
る
た
め
に
、
予
は
之

を
左
に
表
示
す
る
で
あ
ら
う
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
己

醐嗣ζ醐同同畷
　　　　り　　　　　　巴
　　　　力　　　　　　の
酉束束北の西束東北北南
　　　　南

河西瞬地大大墨大伯臥地
学塞・踊認乃撫曙
治海掲公義洋湖河海亜海坤
A　．“x　AAAAAAAAA　“L正正正正正正班正正正正圖Li　V　V　V　LI　LI　V　V　V　LI　V

英
語
、
現
在
名

寓
。
象
δ
昏
酔
臼
⑦
”
昌

O
器
①
巳
舘
凱

ワ
・労

●
U
o
冨

ω
㊦
ρ
o
而
b
N
o
く

》
島
ρ
5
こ
口
O
o
o
p
旨

Ω
o
h
O
o
。
埴
田
。
嵩

認
琶
お
然
6
鍵

労
a
ω
O
ρ

O
O
き
舅
足

白
看
の
系
閲

マ
ー
レ
・
カ
ス
廿
ヨ
ム
（
談
）

グ
ル
ゥ
ン
ラ
ン
デ
ヤ
（
正
）

ナ
巽
ヤ
ー
ヌ
・
ソ
フ
ナ
ン
テ
サ
、
ヨ
ナ
ー
サ
ス

タ
ナ
イ
ス
河
（
正
）

ボ
ン
不
エ
キ
シ
ー
ノ
ス
（
呉
善
貢
）

マ
ー
レ
・
ア
ト
ラ
ン
テ
イ
フ
ム
（
正
）

カ
ボ
デ
・
瀞
ネ
・
イ
ス
フ
ラ
ン
ザ
（
一
字
誤
）

ニ
ゲ
｝
●
テ
ラ
ヨ
ニ
ウ
ム
　
（
正
）

マ
ダ
カ
ス
カ
（
正
）

マ
ー
レ
。
ル
ー
プ
ロ
ム
（
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ツ
㎡
レ
ツ
ヤ
ア
ノ
ウ
ア
ン

チ
セ
ヤ
ー
ヌ
ス
・
エ
テ
ウ
ヒ
τ
ク
ス
、
河
摺
亜
三
皇
と
讃
（
談
）

（40）



亜
細
亜
の
東

同同同同

西西西西

小
東
洋
（
正
）

大
　
乃
河
（
正
）

．
黒
帯
河
的
湖
（
正
）

塊
申
海
（
正
）

西
紅
海
（
正
）

支
那

前同学同

士海

チ
セ
ヤ
…
ヌ
・
ス
ネ
ン
シ
ス
（
正
）

タ
ナ
イ
ス
河
（
正
）

ボ
ン
下
ス
。
エ
キ
シ
書
ノ
ス
（
正
）

マ
τ
レ
●
ニ
グ
テ
ラ
ニ
ウ
ム
　
（
正
）

マ
ー
ソ
・
ル
ー
プ
ロ
ム
（
正
）

　
　
　
　
　
ぴ
　
参

支
郷
海

F
，

　
　
註
　
南
北
ア
メ
リ
カ
に
い
つ
れ
も
談
が
な
い
、
す
べ
て
四
方
が
海
で
あ
っ
て
、
南
北
の
聞
に
徴
地
た
連
銀
う
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
。

　
さ
て
こ
の
表
を
み
る
と
、
ア
ジ
ヤ
、
ア
フ
ソ
ヵ
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
三
洲
に
つ
い
て
其
境
界
を
記
す
に
薫
り
、
利
聡
費

に
は
少
し
も
東
諸
が
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
酒
石
の
方
に
誤
が
あ
る
、
こ
れ
は
自
石
が
H
本
人
で
あ
っ
て
西
方
語
に
蓮
、

じ
な
か
っ
だ
結
果
で
あ
っ
た
。

　
第
一
に
マ
レ
ー
・
カ
．
ス
ピ
ョ
ム
、
即
今
の
裏
海
を
以
て
欧
洲
の
南
境
と
し
た
こ
と
は
自
石
の
誤
で
あ
る
。
當
晴
の
地
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ナ
ィ

で
は
欧
亜
の
境
は
ウ
ラ
ル
又
は
裏
海
と
せ
す
、
大
乃
河
で
あ
っ
た
。
自
石
の
タ
ナ
イ
ス
と
い
ふ
は
黒
き
鉱
ψ
で
あ
っ
て
、

今
の
ド
ン
河
の
草
名
で
あ
る
。
現
在
の
ソ
ヅ
イ
ェ
ツ
ト
ロ
シ
ャ
で
も
、
ド
ン
河
の
東
に
は
ス
ラ
ヅ
で
な
い
タ
タ
ー
ル
平

治
州
や
コ
ず
ッ
ク
膚
治
共
和
國
が
あ
る
Q
欽
察
の
侵
入
以
後
ア
ジ
ヤ
民
族
の
居
住
が
濃
厚
な
所
と
な
っ
た
か
ら
、
隊
亜

の
眞
の
境
は
ド
ン
河
で
あ
っ
た
、
こ
の
事
は
ロ
シ
ヤ
人
も
認
め
た
所
で
古
い
文
政
年
間
の
青
地
盈
（
林
宗
）
の
「
輿
地
誌

賂
」
に
も
、
厭
維
巴
の
堰
域
を
の
べ
て
、

・，

R
れ
ど
も
蘇
ペ
ト
呈
リ
ス
の
器
に
毒
心
ぜ
蓉
シ
ャ
羅
拝
餐
加
工
（
〈
〇
一
ひ
Q
餌
）
の
一
側
・
藷
辮
醐
勝
…
鯉
（
カ
ぎ
ノ
の
酉
）
と
郵
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
メ
ド
ノ
エ
イ
テ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド
ン
　
　
ア
ゾ
フ

　
（
ω
蓉
p
、
ヅ
ナ
ツ
ガ
の
一
支
、
カ
ザ
ン
の
西
で
北
流
す
ろ
）
駅
濁
各
地
沙
河
《
寓
3
曙
舞
塁
師
ド
ン
中
流
の
名
）
残
塁
河
の
門
田
弗
海
に
入
露
た
こ
烈
の
界

　
　
　
　
　
新
井
白
石
と
利
覇
竃
　
（
藤
矯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
谷
　
第
二
競
　
　
二
〇
七

（41）

，



　
　
　
　
三
井
白
石
・
と
利
騒
客
　
（
藤
…
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
よ
丁
六
巻
　
　
第
ご
號
　
　
　
ご
○
八

　
遇
す
Q
是
勉
方
土
人
の
蕉
…
親
な
り
。

と
論
述
し
て
み
る
。
從
っ
て
利
氏
の
記
事
は
正
し
い
。
故
に
こ
の
黒
河
的
湖
と
記
し
た
の
は
今
の
ア
ゾ
フ
海
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
ア
ゾ
フ
海
の
古
い
名
は
勺
白
話
、
罎
器
。
．
密
で
あ
る
、
墨
は
メ
、
河
は
ホ
又
は
オ
、
的
は
チ
で
あ
る
か
ら
メ
ォ
チ

ス
を
墨
河
的
と
利
氏
が
繹
し
た
の
は
正
し
い
。
そ
れ
を
臼
石
は
誤
っ
て
ボ
ン
ト
ス
エ
キ
シ
ー
ノ
ス
と
混
じ
π
o
エ
キ
シ

ー
ノ
ス
は
黒
海
で
あ
る
、
些
9
鼻
自
国
泰
営
Φ
ω
霧
で
あ
る
。
利
氏
の
漢
繹
を
み
る
と
か
や
・
ノ
に
い
つ
れ
も
正
し
い
。

假
令
ば
ア
フ
リ
カ
南
端
を
大
浪
山
と
す
る
が
如
き
、
一
四
入
六
年
バ
ル
ト
η
メ
ォ
・
ヂ
ァ
ス
が
到
達
し
計
時
暴
風
浪
に
回

し
た
、
め
カ
ボ
・
ト
ル
メ
ソ
ト
ゾ
と
名
づ
け
た
と
こ
ろ
が
葡
王
は
之
を
ヵ
ボ
・
デ
、
ボ
ァ
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
と
改
名
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
レ

の
を
、
利
氏
は
ト
ル
と
い
ふ
原
名
を
大
浪
と
虚
し
て
、
暴
悪
の
み
で
な
く
初
名
の
意
昧
に
も
合
す
る
襟
に
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
セ
　
ア
　
ヌ
　
ス

お
。
利
未
亜
の
西
、
帥
ア
フ
ソ
カ
の
西
に
河
摺
亜
諾
漁
と
し
る
し
た
の
も
や
は
り
河
摺
亜
諾
漁
（
0
8
9
量
ω
）
即
大
洋
と

い
ふ
語
の
漢
鐸
と
み
て
正
し
い
。
し
か
し
玉
石
は
こ
れ
に
ホ
ッ
ヂ
ツ
ヤ
ア
ノ
ウ
ア
ン
と
い
ふ
假
名
を
つ
け
、
ま
淀
は
エ

テ
ゥ
ピ
ー
ク
ス
と
い
ふ
名
を
畢
げ
た
が
、
今
日
で
は
そ
の
意
味
が
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
カ
ナ
リ
高
島
の
高
山
の
こ
と

で
も
あ
ら
う
か
。

　
欧
州
の
北
に
伯
乱
作
客
海
と
い
ふ
の
が
、
利
氏
の
圖
に
見
え
る
が
、
’
自
石
は
こ
れ
を
ヲ
セ
ヤ
ー
ヌ
ス
・
ッ
フ
ナ
ソ
テ

ソ
ヨ
ナ
ー
り
入
（
こ
れ
は
恐
ら
く
ス
ビ
ッ
ベ
ル
ゲ
ン
島
の
虐
δ
霧
雲
自
県
Φ
ω
海
の
縛
誰
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
）
と
し
だ
。

但
し
釆
覧
異
言
の
中
に
は
伯
爾
作
客
寄
を
海
中
の
｝
小
島
名
で
、
ベ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
馳
Φ
δ
H
ω
●
だ
と
の
べ
た
。
果
し
て

（　tlD．　）



然
ら
ば
ベ
ル
を
伯
爾
と
鐸
し
た
利
下
は
正
し
い
ら
し
い
が
、
伯
爾
作
客
と
あ
る
以
上
は
自
石
の
言
ふ
所
の
ベ
ル
島
が
、

西
紀
唄
五
九
六
年
（
慶
長
元
年
）
以
後
に
探
見
さ
れ
た
こ
之
か
ら
考
へ
て
要
還
し
な
い
と
思
ふ
。
或
は
こ
の
四
字
は
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
レ
チ
ツ
ク

チ
ッ
ク
海
の
領
国
で
は
な
か
つ
だ
か
と
考
へ
る
。
但
し
利
氏
の
圖
に
は
、
別
に
波
的
海
と
い
ふ
の
が
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヅ
イ

ヤ
の
南
の
海
に
正
し
く
入
っ
て
み
て
、
こ
の
方
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
肩
、
自
海
の
北
に
記
し
て
あ
っ
て
今
日
の
ゆ
超
○
庸

O
げ
雷
斧
ρ
に
あ
だ
る
、
作
客
は
チ
エ
ス
カ
の
漢
繹
で
あ
る
ら
し
い
Q
し
か
し
さ
う
だ
と
す
れ
ば
伯
爾
の
二
字
の
意
昧
が

わ
か
ら
ぬ
。
こ
の
黙
に
於
て
利
氏
の
圖
も
亦
若
干
の
簡
錯
が
あ
る
。

紅
海
の
古
い
羅
旬
名
は
エ
リ
ス
ソ
ァ
ン
又
は
ル
プ
ル
ー
ム
図
還
昏
お
弩
自
竃
錠
。
因
⊆
酵
葺
密
で
あ
る
、
利
氏
が
紅
海
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

意
課
し
た
の
も
、
自
石
が
ル
ブ
ロ
ー
ム
と
記
し
た
の
も
正
し
か
っ
た
。
但
し
紅
海
を
何
故
に
西
と
し
π
か
と
い
ふ
に
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

に
北
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
や
海
に
束
紅
海
と
い
ふ
謬
が
あ
る
。
ヵ
ソ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
海
は
も
と
コ
ル
テ
ス
海
と
い

っ
た
が
、
耳
珠
の
漁
場
で
あ
っ
た
の
で
、
束
紅
海
と
つ
け
た
の
で
あ
ら
う
、
從
っ
て
こ
ち
ら
が
西
紅
海
と
な
っ
た
。
ま

っ
か
や
う
に
並
べ
て
く
る
と
、
自
石
の
諜
に
誤
が
あ
っ
て
剥
奪
の
課
に
は
謎
が
少
な
い
。
し
か
し
志
望
賢
の
地
圖
に
は

誤
が
全
然
な
い
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
白
石
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
部
分
が
少
い
と
は
い
へ
澱
、
其
一
二
を
拾

っ
て
み
る
と
．

　
其
一
は
ト
ル
ヵ
の
條
、
「
萬
國
全
圖
（
筆
者
曰
く
こ
れ
が
臼
石
の
親
し
く
み
た
雨
牢
球
面
で
あ
る
）
都
兇
琵
、
厚
宜
イ
タ

ヲ
ァ
に
ト
ル
コ
と
い
ひ
、
他
邦
に
て
は
ッ
ル
コ
と
い
ふ
、
漢
に
謝
せ
し
所
未
だ
詳
な
ら
す
。
萬
國
坤
輿
全
圖
利
未
亜
州
大

　
　
　
　
新
点
白
贋
と
利
珊
轡
門
　
（
三
景
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
餓
濯
十
・
山
ハ
巷
　
第
二
號
　
　
　
二
〇
九



　
　
　
　
　
灘
利
井
凶
口
石
と
利
璃
鰹
｛
　
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
田
巷
　
　
第
二
號
　
　
　
二
．
一
〇

レ
　
コ

耳
琵
國
あ
う
、
馬
爾
馬
利
加
（
ソ
可
ポ
リ
の
西
部
に
あ
雲
る
）
の
地
に
近
し
、
其
大
耳
屍
或
は
こ
れ
ト
ル
カ
の
暑
の
献
じ
積
れ
る
か
し
と
記
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ル
　
コ

て
あ
る
が
、
い
か
に
も
坤
輿
全
署
に
は
ず
バ
ラ
沙
漠
の
中
バ
ル
バ
ヲ
ァ
（
巴
爾
巴
里
亜
）
の
南
に
、
小
さ
く
大
兇
琵
國
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ヂ
ッ
ト

書
い
て
あ
る
、
猶
叉
「
黒
入
多
」
（
エ
ヂ
プ
ト
）
を
註
記
し
泥
羅
（
ニ
ル
）
河
の
毎
年
の
涯
濫
を
の
べ
て
み
る
が
、
土
耳
古
領

た
る
こ
と
を
明
記
し
な
い
。
し
か
る
に
自
画
は
ト
ル
カ
を
ア
フ
ソ
カ
諸
國
の
中
に
置
き
、
そ
の
武
勇
を
し
る
し
、
「
ア
7

ヅ
カ
の
地
方
悉
く
こ
れ
ト
ル
カ
に
属
し
」
と
の
べ
て
み
る
。
こ
れ
は
自
石
が
坤
輿
全
圖
に
從
は
す
し
て
、
萬
國
全
圓
に

從
つ
た
一
つ
の
例
で
あ
る
。

　
第
二
に
自
石
は
坤
輿
全
圖
に
擦
る
に
、
追
号
の
東
方
、
海
に
至
る
ま
で
の
地
を
隠
し
て
、
謡
曲
、
、
室
章
、
野
作
等
の

反
響
に
あ
皇
見
え
な
、
阿
蘭
陀
緩
の
圖
に
一
て
、
オ
・
ン
ダ
み
説
を
き
皇
ゾ
、
馨
養
し
て
雌

ソ作
と
い
ふ
我
意
に
て
蝦
夷
と
い
ふ
も
の
即
此
地
）
の
地
赤
ル
タ
ー
ソ
ヤ
に
相
聯
れ
る
や
否
や
未
だ
詳
な
ら
す
。
本
島
鍛

板
の
圖
に
は
、
エ
ソ
東
南
海
ロ
の
地
の
み
を
圖
し
、
此
甘
口
に
至
て
、
こ
、
に
い
ふ
所
の
マ
ス
に
似
た
る
魚
多
く
食
ひ

し
事
を
註
し
た
り
と
Q
」

　
註
　
散
出
聴
直
方
博
士
班
藏
の
廿
ー
タ
著
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ア
ー
一
七
〇
〇
年
版
の
日
本
圃
に
も
エ
ゾ
の
｝
部
が
圃
の
右
上
に
過
大
に
詑
さ
れ
、
、
遡
鮮
に
島

　
と
な
つ
で
る
ろ
、
さ
う
し
て
博
士
の
山
冠
、
追
憶
の
敦
め
に
其
複
製
た
世
に
配
付
さ
れ
、
解
説
を
付
け
、
「
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
人
に
久
し
く
エ
ゾ
が
蜀
立
の
島

　
か
ア
ツ
ア
大
陸
よ
り
派
戯
す
ろ
雫
島
か
な
決
定
し
得
す
、
」
十
七
世
紀
の
前
傘
に
始
め
て
彼
等
の
塊
圖
上
に
記
さ
れ
、
十
入
世
紀
の
半
玉
迄
、
多
く
の
地

、
　
岡
に
、
之
た
ア
ジ
ヤ
の
孤
島
若
く
に
其
西
蔀
な
不
明
の
も
の
と
し
て
書
き
細
り
と
あ
ろ
。
以
て
こ
の
ナ
ラ
ン
ダ
醐
の
エ
ゾ
た
瀬
推
し
う
る
と
思
ふ
。

　
か
く
て
白
石
は
坤
輿
全
圏
の
日
本
及
蝦
夷
の
圖
が
不
確
確
な
る
こ
と
を
指
摘
し
π
Q
し
か
し
同
時
に
オ
ラ
ン
ダ
人
の



地
誌
に
も
僅
に
エ
ゾ
の
東
南
の
み
が
記
さ
れ
て
み
だ
こ
と
を
明
に
し
た
。
こ
の
事
は
自
石
の
見
た
世
界
全
霊
の
地
形
の

精
密
さ
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
た
や
し
か
う
し
だ
比
較
が
出
來
た
結
果
玉
石
は
オ
グ
ソ
ダ
の
地
話
を
信
用
し
「
萬
國
坤

輿
全
圖
に
見
え
し
所
盤
く
に
信
ず
べ
か
ら
す
」
と
麟
股
し
た
。
叢
に
於
て
か
白
石
が
坤
輿
圖
の
五
大
州
の
一
つ
で
あ
る

メ
ガ
ラ
ニ
ヵ
を
除
い
た
の
も
、
や
は
う
さ
う
し
た
知
識
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
自
石
の
見
た
萬
國
全
圖
と
メ
ガ
ラ
ニ
カ

　
坤
輿
全
圖
と
白
石
の
見
だ
玉
壷
と
の
最
も
大
な
る
差
は
上
述
す
る
道
り
第
一
に
其
プ
ロ
ぜ
ク
シ
ヨ
ン
が
違
っ
て
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
ゾ

こ
と
、
其
地
名
に
詳
否
の
別
が
あ
っ
た
こ
と
。
若
く
は
日
本
の
附
近
で
野
作
が
違
っ
て
表
示
さ
れ
て
み
た
こ
と
等
で
あ

る
が
、
就
中
そ
の
最
も
大
な
る
相
違
は
、
太
奉
洋
の
南
に
メ
ガ
ラ
ニ
カ
楽
な
る
も
の
が
、
あ
る
か
、
な
い
か
と
い
ふ
黙

で
あ
っ
た
。
故
に
予
は
こ
、
で
メ
ガ
ラ
ニ
ヵ
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
　
一
領
の
隠
滅
を
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
話
の
順
序

と
し
て
ま
つ
自
石
の
見
た
地
圖
そ
の
も
の
、
性
質
を
明
に
し
た
上
で
、
そ
の
黙
に
及
ぶ
こ
と
に
す
る
。
白
石
の
紀
聞
の

中
に
は
、
（
中
審
）

　　

a
E
三
豊
浄
、
魏
、
袈
簿
業
事
編
腰
重
詰
藁
・
質
葬
な
享
。
大
明
器
明
（
奥
毒
、
遡
禽
第
二
版
婁
加

　
　
し
た
人
）
萬
國
坤
輿
薩
に
題
し
て
、
緻
羅
巴
國
中
、
銭
有
蕎
本
Q
蓋
其
此
人
、
及
佛
壷
鐙
人
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
こ
と
）
皆
好
二
遽
遊
㌦
畦
糧
コ
羅
域
一
〇
則
相

　
　
傳
叢
誌
レ
之
。
面
罵
年
久
。
稽
得
凹
目
其
形
之
大
全
一
と
い
ふ
。
我
今
大
西
人
に
あ
び
て
殿
羅
巴
錐
板
の
輿
地
圓
た
撮
し
て
其
観
な
問
ふ
に
、
彼
其
陽
な
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
、
こ
れ
七
十
年
前
（
費
永
六
年
よ
り
七
十
年
前
と
い
へ
ば
一
六
三
九
年
、
寛
永
十
六
土
版
と
な
ろ
）
、
チ
・
ラ
ン
デ
や
人
鍵
に
し
」
所
也
）
其
精
妙
い
ふ
べ
か

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ら
す
、
今
は
西
洋
地
方
に
も
得
易
か
ら
ざ
る
所
也
、
と
い
ふ
、
そ
の
チ
・
ラ
ン
デ
ヤ
と
い
ふ
匡
、
即
今
我
國
に
歳
々
朝
貢
す
る
阿
蘭
陀
國
の
事
に
て
、
萬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
薪
非
白
石
と
利
薦
慶
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
六
巻
第
二
號
　
二
二

（45）



　
　
　
　
　
新
…
井
自
石
と
利
覇
轡
畦
　
（
藤
研
M
叫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　
　
第
二
醗
　
　
　
二
一
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
エ
ラ
ン
テ

　
　
　
　
　
　
オ
ち
ラ
ン
ヂ

　
幽
坤
輿
圓
に
嘱
窮
地
、
則
蘭
塊
と
し
ろ
し
て
西
洋
霜
此
二
島
男
気
と
注
せ
し
も
の
母
也
。
（
い
か
に
も
萬
暦
版
に
に
其
麺
類
か
い
て
あ
る
）
、

と
記
し
た
9
、
帥
彼
は
一
六
三
九
年
頃
の
嘔
蘭
面
罵
を
み
て
、
之
を
瀬
瀬
の
坤
輿
全
闘
と
比
較
し
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し

て
こ
の
圖
が
爾
宇
球
圖
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
し
た
逼
り
で
あ
る
。
西
洋
紀
聞
上
憲
に
も
、
こ
の
圏
の
こ
と
並
に
外
人

シ
ロ
ー
プ
漂
着
の
後
、
江
戸
に
き
て
白
石
の
尋
問
を
う
け
、
種
々
外
帯
の
事
情
を
問
答
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
み
る
が

采
覧
異
言
の
序
文
を
見
る
と
、
そ
の
方
が
簡
潔
に
要
心
を
つ
く
し
て
み
て
、
こ
の
地
圖
の
由
來
が
い
よ
く
明
に
な
る

か
ら
、
煩
を
厭
は
す
そ
の
交
を
引
用
す
る
。
序
に
曰
く
、

　
實
永
戊
子
秋
（
酉
紀
…
七
〇
人
）
薩
州
管
内
多
爾
、
海
上
忽
有
大
黒
一
隻
、
隠
見
豊
満
（
中
略
）
o
数
臓
葡
西
去
。
是
日
島
申
見
下
一
人
被
服
如
鵬
我
俗
一
両
語
不

　
レ
可
レ
曉
者
㌔
州
郎
報
＝
長
瞬
「
o
騨
途
到
レ
宮
。
蒸
羅
罵
四
人
也
。
及
晶
丈
麟
ハ
書
影
）
嗣
フ
位
。
初
隆
∵
』
日
長
崎
一
〇
趨
逡
二
其
人
子
都
下
一
和
翻
通
事
從
レ
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
叢
呈
空
＋
月
（
票
葦
い
特
命
・
臣
華
按
・
漿
申
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

と
あ
っ
て
、
屋
久
島
に
漂
着
し
た
ロ
ー
マ
人
を
通
事
と
共
に
江
戸
に
呼
び
よ
せ
た
こ
と
を
つ
げ
、
そ
の
姓
名
を
左
の
如

く
し
る
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ヨ
ハ
ン
・
バ
ッ
ラ
イ
ス
タ
、
シ
ロ
テ
、
羅
馬
人
。

　
　
正
し
く
は
Q
δ
く
窪
忌
ゆ
ゆ
薮
。
。
寅
醗
創
○
簿
で
あ
る
。

　
コ
ル
ネ
レ
ス
・
ラ
ぞ
グ
γ
、
　
和
蘭
人
で
天
文
地
理
に
通
じ
正
徳
四
年
露
途
萬
里
石
塘
で
難
船
し
て
死
ん
だ
。

　
キ
ョ
デ
ョ
ム
。
ホ
タ
ン
　
　
　
同
　
印
度
に
居
る
こ
と
六
年
天
竺
の
地
理
風
俗
に
涌
…
じ
て
る
π
入
で
あ
る
。

　
ウ
イ
質
ン
・
フ
ガ
マ
ン
ス
　
　
同
　
適
者
、
動
植
物
の
學
に
達
し
て
み
た
。



　
む
　
む
　
　
　
も
　
へ
　
ゐ
　
し
　
ヘ
　
へ
　
し
　
エ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
　
　
コ

　
西
圓
圖
、
和
蘭
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
所
…
刻
、
　
ヨ
ア
ン
フ
ラ
ァ
撰

・
註
繍
、
こ
の
地
圃
が
即
西
洋
紀
聞
に
、
和
蘭
人
に
示
し
六
も
の
で
あ
ろ
、
テ
ソ
キ
為
み
る
と
一
ρ
5
等
星
9
な
る
人
の
エ
ハ
八
七
年
の
東
支
那
海
の
海
閥
が

　
あ
る
。
も
し
こ
の
人
が
こ
の
奄
圃
の
作
看
だ
と
す
れ
ば
、
年
代
が
含
に
ぬ
。
他
に
同
名
の
製
画
家
が
＝
ハ
三
九
年
頃
に
あ
っ
雲
の
か
と
も
考
へ
ら
れ
う
が

　
後
に
蓮
べ
る
や
う
に
恐
ら
く
同
人
で
あ
ら
う
。

雛
二
、
こ
の
確
白
石
と
シ
ロ
テ
と
の
動
感
の
麺
諜
に
立
つ
糞
日
本
人
は
、
今
村
市
兵
衛
、
英
生
で
麗
父
の
噂
か
ら
ナ
ラ
ン
ダ
通
商
な
つ
と
め
糞
家
で
、
實
永

　
四
年
大
通
事
と
な
つ
糞
。
こ
の
人
に
今
村
明
恒
搏
士
の
殿
先
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
だ
。
（
歴
史
地
理
第
三
一
の
三
號
）

　
自
石
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
画
一
官
庫
所
レ
藏
和
蘭
鎮
板
萬
國
輿
地
暴
雨
も
而
其
中
有
下
未
昌
継
鐸
一
者
占
。
使
下
通
事
翻

之
以
中
和
蘭
語
彪
。
其
説
黒
々
可
ド
古
京
Q
と
の
べ
、
そ
の
語
に
よ
っ
て
身
受
異
言
と
い
ふ
本
が
出
來
淀
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

恐
一
れ
が
西
洋
紀
聞
の
萬
封
書
で
あ
っ
て
、
鍵
轡
綾
し
轟
せ
ざ
・
所
商
ひ
餐
し
た
の
で
あ
る
。
働

異
言
の
出
來
た
の
は
正
徳
三
年
癸
巳
春
三
月
、
西
紀
一
七
＝
ご
年
で
あ
っ
た
Q

　
そ
こ
で
ど
う
し
て
こ
の
和
蘭
人
迄
が
驚
く
程
精
妙
な
ヨ
ァ
ン
フ
ラ
ァ
の
無
慮
が
、
官
府
に
あ
っ
た
か
と
い
ふ
事
を
尋

ね
て
、
通
航
一
覧
の
中
の
オ
ラ
ン
ダ
の
…
獣
上
物
の
目
録
に
あ
た
っ
て
み
た
所
、
懇
二
百
四
十
二
審
に
、
そ
れ
と
思
は
る

、
は
う
明
暦
三
丁
酉
年
正
月
十
五
臼
，
誌
上
二
十
二
品
の
内
、
　
一
天
之
圖
、
　
一
息
干
害
と
あ
り
、
萬
治
二
己
亥
年
二
月

廿
入
日
、
甲
比
丹
サ
ウ
ヲ
ヤ
ス
、
ワ
フ
ケ
ハ
川
里
上
二
十
一
昂
之
内
天
地
之
圖
ニ
ッ
、
寛
文
五
乙
迎
年
三
月
朔
日
階
上

十
五
口
…
…
之
・
四
阿
蘭
陀
㎜
幽
…
糟
翻
闘
一
冊
…
、
庸
兄
山
又
十
二
壬
チ
年
三
月
に
ご
疑
（
一
志
ハ
七
二
年
）
カ
ピ
タ
ン
ヨ
ハ
ノ
ス
・
カ
ム
フ
イ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム

獄
上
二
十
品
の
器
世
界
圖
二
つ
と
あ
る
、
ま
っ
か
う
し
元
も
の
が
官
府
に
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
前
に
の
べ
た
蓮
防
こ
の

　
　
　
　
　
凝
門
門
口
石
と
利
犠
囎
幽
門
　
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飽
濯
十
山
ハ
巻
　

餓
濯
二
號
　
　
　
ご
一
三



　
　
　
　
塒
利
北
ハ
白
石
と
利
砺
慶
　
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
⊥
ハ
ぬ
¢
　
策
二
割
　
　
　
二
一
四

圖
は
寳
永
六
年
か
ら
七
十
年
前
の
も
の
一
六
三
九
年
頃
の
地
圖
だ
と
い
ふ
け
れ
ど
も
、
恐
ら
く
こ
の
寛
文
十
二
年
（
一
六

七
二
年
）
に
鰍
上
し
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
、
但
し
自
尊
が
七
十
年
も
前
と
い
っ
た
の
は
或
は
聞
誤
で
、
ヨ
ア
ン
フ
ラ

ァ
の
エ
ハ
入
七
年
の
海
膨
に
近
く
、
一
六
七
〇
年
前
後
に
岩
髭
た
も
の
を
一
六
七
二
年
に
獄
上
し
た
の
で
あ
ら
う
。
蓋
し

グ
ロ
ー
ブ
ラ
ー
（
爾
黒
球
圖
）
の
プ
ロ
ぜ
ク
シ
ヨ
ン
は
室
。
9
0
臨
が
エ
一
六
〇
年
に
始
め
た
も
の
で
、
掛
鎚
9
ρ
〉
羅
○
♂
毒
恩
薮

（
q
o
む
が
O
δ
ぴ
包
程
鷲
畠
と
垢
を
つ
け
た
と
い
ふ
歴
史
か
ら
み
て
も
、
本
圖
が
一
六
三
九
年
版
で
は
あ
り
得
な
い
か

ら
で
あ
る
。
猶
叉
官
府
の
こ
の
フ
ラ
ァ
の
圖
は
、
飴
程
く
わ
し
い
大
き
い
爾
牢
球
圖
で
あ
っ
て
（
後
に
其
讃
を
の
べ
る
）

後
の
世
に
も
残
っ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
こ
と
は
、
す
っ
と
後
世
で
は
あ
る
が
幕
府
…
の
命
で
交
化
七
年
に
日
本
で
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

古
未
曾
有
の
立
派
な
新
訂
萬
舌
面
圖
が
雨
燕
た
時
（
総
裁
は
林
大
嘗
滋
藤
で
、
聞
重
富
も
事
に
當
り
執
筆
藩
は
有
名
な

高
橋
作
左
衛
門
景
保
で
あ
る
）
其
序
文
に
「
謹
原
二
太
府
見
存
農
本
一
〇
又
舞
戸
器
清
圃
西
洋
刻
本
影
干
璽
と
の
べ
、
主
と
し

て
太
府
の
原
本
に
よ
っ
た
こ
と
を
明
に
し
、
そ
の
名
を
萬
國
全
圖
と
し
た
の
み
で
な
く
、
其
出
石
上
っ
た
儀
式
は
、
白

石
の
み
た
萬
國
全
心
と
伺
様
に
、
両
罰
球
の
大
圖
で
グ
質
ー
ブ
ラ
ー
と
卒
射
海
法
が
用
ひ
て
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
へ
，

何
だ
か
こ
の
フ
ラ
ァ
の
圖
を
種
本
と
し
だ
ら
し
い
こ
と
を
想
像
す
る
か
ら
で
あ
る
。
（
謎
、
書
後
、
知
友
秋
岡
武
次
飯
氏
の
來
信
に

よ
れ
ば
白
石
の
み
六
プ
ラ
ア
の
グ
ロ
ー
プ
ラ
書
雨
雫
球
圃
に
、
現
に
帝
國
博
物
館
所
論
二
大
世
界
古
諺
申
の
一
で
あ
っ
て
、
一
に
小
石
川
砲
兵
工
廠
に
あ
9
し

も
の
、
一
に
傳
來
不
詳
で
あ
る
。
十
中
九
分
九
厘
ま
で
、
白
石
の
用
ひ
し
地
卵
だ
と
噺
定
し
て
差
支
な
し
と
あ
る
。
も
し
も
そ
の
二
つ
共
に
同
じ
馳
闘
で
あ
る

な
ら
ば
、
寛
丈
献
上
の
世
界
圃
二
つ
と
い
ふ
こ
と
ほ
間
じ
も
の
羅
も
つ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
亡
者
ほ
ま
だ
見
な
い
け
れ
ど
も
こ
の
纂
た
附
蔵
し
、
夕
霧
て
秋
．

岡
氏
の
今
後
の
研
究
報
皆
准
ま
つ
）

（　‘S8　）



　
註
　
輯
軒
裏
昌
な
み
る
と
、
文
化
圏
縣
官
命
盗
謙
虚
左
舞
門
景
保
。
羅
蓮
地
球
。
景
保
乃
隷
黒
氏
之
本
。
峯
孜
諸
圖
。
校
訂
五
三
。
剃
製
亭
磁
器
。
銅
鍋
之

　
　
　
　
以
行
世
。

　
　
と
あ
る
、
再
氏
と
に
英
吉
利
人
寄
烏
韻
書
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ソ
ク
で
あ
る
、
こ
の
時
〃
ソ
ク
の
報
告
た
塗
照
し
六
の
で
あ
る
。

　
…
獄
上
本
は
…
世
界
圖
二
つ
と
あ
る
か
ら
、
　
一
は
爾
牢
球
圖
で
あ
り
、
晶
は
何
か
ち
が
っ
た
他
の
プ
ロ
ゼ
ク
シ
ヨ
シ
で
あ

っ
π
か
と
も
思
ふ
け
れ
ど
も
、
自
石
の
言
に
よ
っ
て
は
そ
れ
を
明
に
し
が
良
い
。
ま
っ
か
う
い
ふ
わ
け
で
、
山
石
が
見

た
楽
々
は
爾
宇
貝
田
で
あ
る
。
し
か
る
に
坤
輿
圖
は
卵
形
圖
で
あ
る
か
ら
そ
の
差
異
に
つ
い
て
、
、
自
石
組
身
も
大
に
疑

問
を
も
つ
た
。
故
に
か
れ
は
左
の
如
き
問
答
を
し
た
。
輿
地
総
叙
に
曰
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
美
暴
楡
一
示
明
儒
所
レ
刻
萬
國
坤
輿
亭
百
牛
球
等
圃
鳳
以
問
禰
一
其
親
麟
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
註
　
白
石
が
こ
、
で
萬
國
坤
輿
、
平
函
、
選
球
圃
と
い
つ
雲
の
に
、
坤
輿
全
圓
に
利
雪
竃
が
誌
し
距
序
文
の
中
に
慨
地
形
本
寺
、
今
圃
爲
牛
面
（
實
ぼ
卵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
形
画
で
あ
る
）
単
寧
単
寧
一
愛
弼
悟
、
再
作
品
球
岡
二
二
焉
云
々
と
の
べ
表
そ
の
ま
、
の
語
に
よ
っ
て
、
こ
れ
．
を
雪
面
牛
耳
圃
と
い
つ
六
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
地
球
十
五
巻
二
號
拙
稿
坤
輿
圓
に
つ
い
て
参
照
。
）

　
　
西
人
笑
心
寄
日
、
我
方
奮
有
縞
塊
球
心
㌔
近
古
已
泰
和
翻
鎮
掌
記
海
輿
地
全
嗣
、
盛
呑
手
証
「
（
註
ナ
〃
テ
サ
ウ
ス
の
流
行
し
六
事
な
ら
ん
、
我
園
に
も
、

　
　
長
久
保
赤
水
の
由
海
興
地
全
圃
あ
り
、
利
弊
に
提
つ
実
ナ
ル
テ
リ
ウ
ス
で
あ
る
。
）
地
形
灘
毛
並
無
レ
可
二
二
直
入
レ
堪
り
警
如
ゴ
得
点
有
認
人
形
圖
一
必
要
漏
癒

　
　
蕎
二
画
一
始
可
レ
明
塁
全
燈
一
。
故
其
蘭
分
爲
簡
三
専
一
並
以
二
南
北
極
一
興
レ
経
、
赤
道
爲
レ
緯
、
園
周
分
度
、
皆
興
μ
天
鰹
。
謀
略

　
　
泥
槻
二
支
那
人
擬
作
挙
匝
雫
球
二
闘
鱒
不
レ
罫
引
疎
漏
頗
多
喝
亦
其
謬
妄
特
認
Q
蕃
昌
其
所
謂
鉢
前
者
柵
地
之
圓
彊
、
円
規
＝
重
土
一
。
至
レ
如
＝
牛
球
咀
、
最
爲
レ
無
レ

　
　
理
中
分
鵡
南
北
㌦
爲
【
一
雨
界
輔
O
榮
＝
緯
…
東
西
扁
爲
嵩
四
圃
一
〇
　
果
如
二
此
圃
一
則
謎
掛
南
界
無
北
。
両
其
北
界
無
南
也
O
且
物
象
有
レ
岡
。
要
レ
使
下
人
便
占
テ
一
三

　
　
箆
扁
簿
。
天
襲
之
間
、
人
跡
班
レ
及
Q
宵
今
未
レ
有
乙
到
子
下
調
薬
無
碍
＝
早
上
一
之
地
上
者
甲
。
則
贔
圃
不
レ
作
而
可
也
）

と
い
ふ
風
に
罪
常
に
支
那
の
作
圖
を
け
な
し
た
◎
第
一
に
球
面
を
李
面
に
か
く
と
い
ふ
こ
と
は
出
家
な
い
と
告
げ
、
球

　
　
　
　
　
　
麟
捌
歌
ρ
白
石
と
利
礁
脚
鰹
臥
　
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
川
巻
　
　
第
｝
二
號
　
　
　
二
㎜
五

（　4．9　）



　
　
　
　
↑
病
質
自
石
と
利
瑠
蜜
　
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
二
號
　
　
二
一
六

の
圖
に
す
れ
ば
、
自
ら
地
球
の
面
背
が
い
る
、
東
西
の
爾
宇
球
を
要
す
る
こ
と
恰
も
欝
書
に
人
の
腹
背
を
要
す
る
が
如
く

で
あ
る
。
（
白
石
は
之
を
地
上
圏
、
地
下
圏
と
製
し
た
）
、
然
る
に
支
那
の
こ
の
圓
球
圖
は
赤
道
を
以
て
南
と
北
と
に
わ
け

て
あ
る
。
（
雨
極
が
中
心
で
東
西
が
周
に
な
る
）
こ
れ
は
い
け
な
い
。
か
う
し
た
圖
だ
と
、
南
血
球
圖
に
は
北
が
な
い
。
北
牢

球
圖
に
は
南
が
な
い
。
方
角
が
わ
か
ら
澱
で
は
な
い
か
。
極
星
の
下
に
人
が
立
つ
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
未
だ
嘗
て
な

い
、
故
に
こ
れ
は
い
け
な
い
、
且
支
那
の
圖
に
は
物
象
を
か
い
て
、
人
の
墨
黒
を
ひ
い
て
み
る
、
こ
れ
は
地
圏
で
は
な
い
。

（
註
、
恐
ら
く
白
石
の
見
六
坤
輿
圃
に
に
珍
奇
の
獣
や
舟
の
鑑
の
あ
ろ
の
た
見
た
の
で
あ
ら
う
、
京
大
所
藏
の
萬
暦
版
、
仙
蔓
縣
立
岡
警
館
藏
木
の
萬
暦
版
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

れ
も
物
象
に
な
い
が
、
予
の
見
糞
北
京
の
利
覇
費
に
に
物
象
が
あ
み
。
又
南
捜
仁
の
単
寧
球
圃
に
も
同
じ
く
物
象
が
あ
ろ
。
）

ど
島
も
・
の
で
ブ
・
あ
翠
球
禦
よ
い
と
歯
し
た
の
で
、
薯
は
蕪
し
た
ら
し
い
、
蓋
し
我
鳳

で
最
初
に
地
圖
學
の
初
歩
と
い
ふ
も
の
を
き
い
た
の
で
あ
る
が
孚
球
圖
（
師
奉
射
圖
法
）
又
は
グ
ロ
ー
ブ
ラ
ー
圖
法
と
い

ふ
も
の
、
性
質
ま
で
は
自
製
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
Q
し
か
し
坤
輿
全
書
の
南
北
爾
宇
球
圖
の
註
を
み
る

と
、
明
に
そ
の
目
的
を
明
示
し
て
、
地
球
の
球
膿
な
る
こ
と
を
理
解
す
る
や
う
に
作
っ
た
こ
と
が
か
い
て
あ
る
。
け
れ

ど
も
平
石
に
は
ク
ロ
ー
プ
ラ
ー
圖
今
戸
は
薦
施
与
法
と
い
ふ
プ
ロ
ぜ
ク
シ
ヨ
ン
そ
の
も
の
が
全
く
わ
か
ら
な
ん
だ
の
で

あ
る
、
そ
れ
で
オ
ラ
ン
ダ
人
に
か
や
う
に
胡
庶
化
さ
れ
た
。
そ
こ
で
南
北
牢
球
圖
と
類
似
の
令
法
に
よ
っ
て
出
撃
る
駈

の
東
西
雨
笠
球
圖
で
な
け
れ
ば
、
地
圖
に
な
ら
澱
も
の
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
思
石
も
｝
寸
合
黙
が
早
す
ぎ
た

　
し
か
し
と
に
か
く
丹
碧
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
雨
孚
球
圖
、
そ
れ
は
野
作
が
や
、
現
は
し
か
け
て
あ
る
程
度
、
帥
一
六
六
、



七
十
年
頃
、
太
尊
慮
の
北
部
は
不
明
な
ま
、
で
の
世
，
界
圖
で
あ
っ
把
が
、
こ
れ
を
み
て
坤
輿
圖
よ
り
も
諸
式
の
新
し
い
．

上
に
オ
ラ
ン
ダ
人
が
、
本
國
で
も
こ
ん
な
よ
い
圏
は
珍
し
い
と
賞
め
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
’
い
よ
一
坤
輿
圖
を
輕

訓脱

ｷ
る
こ
と
に
な
っ
た
O

　
こ
と
に
白
石
は
利
聡
賓
を
西
人
と
は
思
は
な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
、
采
覧
異
言
の
蹟
に
、
い
ろ
ー
オ
ラ
ン
ダ
人
に

聞
い
て
も
マ
テ
オ
・
ヲ
ツ
チ
な
る
人
を
し
ら
な
い
。
不
思
議
だ
と
思
っ
て
新
増
大
藏
立
中
の
書
斎
鐘
の
始
振
開
邪
論
を

譲
ん
だ
所
、
蜜
は
も
と
廣
東
傍
近
海
島
の
間
（
香
山
縣
）
に
生
れ
、
北
中
國
に
學
ぶ
も
の
、
實
に
西
方
の
人
で
な
い
と
あ

る
。
い
か
に
も
さ
う
だ
ら
う
萬
國
坤
輿
全
圖
は
、
ど
う
も
地
理
と
合
し
な
い
と
ま
で
記
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

・
れ
易
曹
石
の
談
で
あ
・
、
し
か
し
・
れ
に
よ
っ
て
、
支
那
人
の
中
に
は
、
利
氏
は
貞
婦
星
れ
て
酉
學
働

ん
だ
も
の
だ
な
ど
～
、
浄
塩
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
謹
明
す
る
の
も
面
逐
い
錯
誤
で
は
な
か
ら
う
か
。
そ
れ
は
と

も
か
く
自
石
は
坤
輿
全
圓
に
曝
し
，
オ
ラ
ン
ダ
人
に
π
や
し
て
か
ら
は
大
「
之
を
疑
っ
た
と
み
え
る
。
そ
こ
で
彼
は
一

々
そ
の
差
黙
を
あ
げ
て
き
く
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
又
う
ま
く
答
へ
る
。
エ
ゾ
の
ご
と
き
を
和
蘭
圖
に
つ
い
て
き
く
と
、

オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
地
主
と
い
ふ
も
の
は
大
抵
そ
の
経
歴
す
る
所
を
以
て
圖
に
す
る
、
そ
の
至
ら
ざ
る
所
に
於
て
は
蓋
閥

如
す
と
答
へ
る
と
い
ふ
風
で
、
い
か
に
も
白
石
を
満
足
さ
し
た
。
そ
こ
で
坤
輿
圖
に
記
入
が
あ
っ
て
も
、
オ
ラ
ン
ダ
圖

に
な
い
も
の
は
、
殆
ど
儒
り
で
あ
る
と
さ
へ
考
へ
た
の
で
、
彼
は
い
よ
一
「
メ
ガ
ラ
ニ
ヵ
」
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
但
し
坤
輿
圖
と
錐
も
メ
ガ
ラ
ニ
ヵ
に
は
人
跡
未
到
で
よ
く
は
わ
か
ら
ぬ
と
い
ふ
註
記
を
い
れ
て
は
み
る
の

　
　
　
　
薪
非
此
目
石
と
利
編
轡
　
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
↓
1
轟
熊
谷
　
第
ご
磯
　
　
　
二
一
・
七



　
　
　
　
　
蒋
井
．
白
石
と
利
璃
、
餐
　
（
藤
田
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
ご
號
　
　
二
一
八

で
あ
る
が
、
し
か
し
大
陸
の
大
き
い
形
が
記
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。
白
石
叉
曰
く
、

　
　
今
其
チ
、
ラ
ン
ド
鑑
板
の
圃
に
擦
り
て
、
萬
國
坤
輿
闘
丼
に
三
歳
岡
愈
、
月
令
廣
義
、
天
経
或
問
、
岡
書
勲
等
に
見
え
し
所
の
圏
た
見
る
に
、
此
等
に
皆

　
　
其
大
略
為
し
る
ぜ
し
の
み
也
O

（
筆
者
臼
く
以
て
フ
ラ
ァ
の
爾
扁
球
圖
の
大
に
し
て
詳
な
る
こ
と
が
わ
か
る
、
何
と
な
れ
ば
萬
國
坤
輿
圖
（
華
氏
著
）
の

萬
暦
版
は
春
嵐
本
で
非
常
に
大
き
く
、
有
馬
な
り
細
か
い
。
そ
れ
す
ら
白
石
の
見
る
所
で
は
大
略
を
し
る
せ
し
の
み
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
從
っ
て
予
が
前
に
述
べ
た
溝
り
こ
の
大
蒲
落
球
圖
に
よ
っ
て
、
高
橋
作
左
衛
門
の
圖
が
出
來

た
と
想
像
す
る
所
以
で
あ
る
。
高
橋
の
圖
は
極
め
て
立
派
で
大
き
い
。
彼
が
蝦
夷
の
略
圖
を
シ
ー
ボ
ル
ド
に
わ
た
し
た

廉
で
獄
に
下
さ
れ
淀
際
に
、
こ
の
高
橋
の
石
腸
全
域
も
亦
維
版
に
さ
れ
π
程
の
も
の
で
あ
る
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ガ
ラ
ニ
カ

　
亦
鮎
敢
小
ン
る
に
萬
向
側
坤
蹴
論
圓
に
牌
猷
羅
脳
m
巴
、
利
由
小
熊
、
繊
細
㎜
匝
、
衛
吊
北
亜
羅
利
佃
…
の
外
に
黒
出
瓦
翻
禦
泥
加
の
一
三
川
ん
㌦
加
階
へ
て
山
ハ
・
穴
袖
川
と
で
－
、
龍
駕
既
に
、
鍛
皿
瓦
轍
職
泥

　
（
葡
語
鑑
”
α
Q
獅
臣
”
o
諺
）
係
噛
｝
佛
朗
機
器
人
骨
名
男
前
六
十
年
（
一
五
一
九
）
始
過
こ
既
映
噌
、
井
至
鵡
雌
地
回
、
故
点
綴
闘
士
、
以
二
其
姓
名
㌦
名
レ
映
、
名
レ
海
、
名

　
ゾ
趣
（
以
上
に
利
覇
蜜
の
圃
の
文
字
で
あ
ろ
）
其
墨
瓦
蝋
と
い
ふ
に
即
是
マ
ゴ
ラ
の
忍
音
縛
じ
砒
れ
ろ
も
の
に
し
て
、
亦
謬
り
て
チ
・
ラ
ン
ド
人
為
以
て
佛

　
朗
仁
人
と
な
ぜ
し
也
（
こ
れ
に
叉
誤
を
重
ね
表
）
さ
れ
ど
阿
蘭
陀
鑑
版
圓
に
に
藤
織
一
帯
の
地
に
い
ま
だ
詳
な
ら
ず
し
て
其
地
名
た
☆
て
し
に
も
あ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

か
う
炉
ふ
風
に
メ
ガ
ラ
ニ
カ
と
い
ふ
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
野
遊
に
よ
る
と
不
明
で
あ
り
、
不
確
で
あ
る
。
叉
北
ア
メ
ソ

ヵ
で
も
、
其
西
北
め
方
は
未
詳
で
あ
る
。
強
て
こ
れ
を
説
く
べ
か
ら
す
と
い
っ
て
、
・
読
書
は
こ
の
二
つ
の
地
方
の
説
明

は
し
な
か
っ
た
。
猶
そ
の
外
に
も
、
欧
羅
巴
の
北
海
中
の
州
喚
は
、
黒
椀
を
し
め
す
の
み
で
あ
り
、
蝦
夷
や
タ
ル
タ
フ

ヤ
（
縫
鞄
）
も
詳
で
な
い
か
ら
之
を
欄
き
、
北
米
の
内
部
で
も
分
製
し
な
い
ば
省
け
う
乏
の
べ
て
、
さ
う
し
た
こ
と
を
以

（52）



て
却
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
地
圖
の
正
し
き
だ
と
し
た
。
故
に
メ
ガ
ラ
ニ
カ
と
い
ふ
の
を
取
り
去
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
同
時
に
白
石
は
坤
輿
圖
の
大
な
る
二
つ
の
持
薬
を
指
摘
し
た
、
第
一
は
、
東
印
度
諸
島
の
地
理
で
あ
る
、
曰
く
、
爪

畦
東
方
海
中
の
島
喚
大
小
三
十
蝕
、
坤
輿
圖
に
は
甚
だ
多
く
の
島
を
か
い
て
み
る
。
し
か
し
そ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
圖
と
ば

合
は
ぬ
、
坤
輿
圖
に
は
爪
腫
の
野
南
に
小
爪
畦
及
伯
且
が
あ
る
、
し
か
し
オ
ラ
ン
ダ
圖
に
は
な
い
、
西
入
も
之
を
し
ら

な
い
、
こ
れ
は
利
賀
が
果
し
て
何
に
よ
っ
た
か
わ
か
ら
漁
と
の
べ
て
、
之
を
攻
蓋
し
た
。
第
二
に
坤
輿
圖
の
ア
フ
リ
カ

の
南
を
み
る
と
か
の
メ
ガ
ラ
エ
カ
を
す
っ
と
援
げ
て
、
そ
こ
に
鵬
鴫
地
と
註
記
し
「
現
地
多
蜜
煮
凝
之
鳥
一
腰
因
名
レ
此
」

と
し
る
し
た
の
を
疑
っ
て
、

　
日
佛
朗
機
商
「
曾
如
馬
」
船
過
＝
此
海
層
。
望
二
見
鵬
鶴
地
一
、
両
未
レ
能
レ
泊
。
考
篇
之
西
瞬
一
、
不
レ
特
3
地
勢
大
異
一
、
　
再
論
亦
不
レ
同
。
蓋
蛙
地
番
方
所
レ
呼
其

　
語
頗
長
、
番
名
ア
ナ
ス
ト
ラ
リ
ヤ
イ
ン
コ
グ
二
野
、
諜
丈
從
レ
省
。
足
温
用
レ
字
亦
是
借
音
Q
非
レ
五
二
鳥
名
槻
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

と
喝
破
し
て
、
イ
ン
コ
グ
ニ
タ
帥
未
詳
の
南
大
陸
と
い
ふ
の
を
誤
っ
て
、
イ
ン
コ
と
い
ふ
鳥
の
字
を
あ
て
た
と
い
ふ
の

で
あ
る
。
さ
う
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
圖
は
坤
輿
圖
の
や
う
に
メ
ガ
ラ
ニ
ヵ
の
如
き
大
き
い
南
大
陸
を
か
、
な
い
で
、
た
“

其
西
北
一
隅
を
し
る
し
、
籐
は
い
ま
だ
審
な
ら
ざ
る
故
に
之
を
省
く
と
蓮
べ
、
さ
う
し
π
こ
と
が
、
筍
も
せ
ざ
る
黙
で

オ
ラ
ツ
グ
圖
が
正
確
で
あ
る
と
の
べ
た
。

　
か
や
う
に
述
べ
て
く
る
と
白
石
が
メ
ガ
ラ
ニ
カ
を
六
大
州
か
ら
取
り
去
つ
π
の
は
達
見
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
地

圖
め
賜
で
あ
っ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
Q

　
　
　
　
薪
井
白
石
と
利
璃
鱒
駄
　
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　
第
二
號
　
　
　
二
一
↓
ル

（　or3　）



　
　
　
　
榊
耕
井
白
石
と
利
璃
蝋
眠
、
（
藤
翼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飽
が
十
山
ハ
巻
　
　
鎮
二
號
　
　
　
二
二
〇

　
と
こ
ろ
が
實
は
我
國
で
出
摩
た
多
く
の
外
郷
地
圖
は
、
徳
川
時
代
を
泄
じ
て
メ
ガ
ラ
ニ
ヵ
が
か
い
て
あ
る
。
我
國
の

み
で
な
く
康
煕
十
三
年
（
一
六
七
四
）
南
懐
仁
の
坤
輿
全
圖
に
も
、
南
洋
の
大
州
に
メ
ガ
ラ
ニ
カ
を
し
る
し
、
「
一
強
力
之

臣
名
墨
琵
聖
者
往
訪
。
因
以
艦
名
命
之
。
日
墨
琵
蝋
尼
、
爲
天
下
第
五
洲
」
と
あ
る
。
但
し
千
六
百
六
十
年
前
後
の
原

理
で
あ
る
か
ら
、
漢
太
利
亜
の
西
宇
が
既
に
探
瞼
さ
れ
て
る
て
「
新
和
蘭
地
熱
」
の
形
が
出
∵
來
か
け
て
る
る
鮎
は
．
利
塒

賓
よ
う
は
一
歩
…
進
ん
で
み
る
が
、
こ
の
地
理
よ
り
も
古
い
も
の
例
倉
ば
小
川
琢
治
博
士
が
さ
き
に
伊
太
利
で
之
を
得
ら

れ
て
、
京
大
地
理
漁
業
に
寄
托
さ
れ
た
十
七
世
紀
の
地
球
儀
に
も
、
明
に
そ
れ
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
又
元
吉
早
年
（
一

六
九
六
）
出
版
の
西
川
如
見
の
「
華
夷
二
上
考
」
附
則
を
は
じ
め
、
天
明
三
年
十
一
月
（
一
七
魯
魚
）
毘
版
三
橋
釣
客
の
「
地

毬
趨
で
へ
下
っ
て
は
楽
三
年
（
天
塚
。
農
の
「
蝶
蝿
國
山
雲
地
霧
で
叛
漿
棄
六
年
（
義

入
五
三
）
版
の
「
萬
臨
輿
地
愛
甲
」
で
も
、
い
つ
れ
も
メ
ガ
ラ
ニ
ヵ
の
な
い
の
は
な
い
、
さ
う
し
て
そ
め
圖
式
は
い
つ
れ

も
卵
形
隣
邸
、
坤
輿
圖
の
ア
ピ
ァ
ヌ
ス
式
で
あ
る
の
を
例
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
利
国
賓
の
圖
を
模
し
て
同
襟
の
岡
式

に
し
た
世
界
圖
は
、
我
國
で
は
十
七
挺
紀
以
後
十
九
世
紀
の
宇
に
至
る
ま
で
、
流
通
し
何
回
と
な
く
彫
刻
さ
れ
出
版
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
白
石
出
で
、
爾
黒
球
圖
を
説
き
、
メ
ガ
ラ
ニ
カ
の
無
い
こ
と
を
説
い
た
こ
ろ
、
寳
永
五
年
（
六
年
に
西
洋

蜘糧

ｷ
が
出
る
）
に
出
版
さ
れ
た
萬
國
繍
㎜
界
細
囲
は
、
す
べ
て
利
氏
に
從
つ
た
卵
形
プ
ロ
ぜ
ク
シ
ヨ
ン
で
、
南
大
陸
の
輪
…
廓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヴ

を
入
れ
る
こ
と
も
其
の
ま
、
で
、
小
爪
畦
や
新
ギ
ネ
ァ
を
も
記
し
な
が
ら
、
メ
ガ
ラ
ニ
カ
と
い
ふ
州
名
を
削
っ
て
、
麹



是
南
方
地
方
到
者
少
故
未
審
其
人
物
如
何
と
し
る
し
て
み
る
。
こ
の
事
も
叉
勿
論
利
氏
に
從
つ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か

し
利
氏
の
メ
ガ
テ
ニ
カ
と
い
ふ
も
の
を
省
く
や
う
に
な
っ
て
み
る
か
ら
、
こ
の
メ
ガ
ラ
・
ニ
カ
を
無
く
す
る
こ
と
は
自
石

に
始
ま
る
と
は
云
へ
な
い
か
も
し
れ
澱
が
、
併
し
白
石
程
之
を
明
確
に
し
た
人
は
前
に
は
な
か
っ
た
Q
そ
れ
と
同
時
に

一
方
で
は
メ
ガ
ラ
抽
選
を
も
つ
蕾
式
地
圖
が
、
嘉
永
山
ハ
年
頃
迄
も
出
版
さ
れ
て
る
だ
こ
と
は
事
實
で
あ
り
、
寛
政
早
年

に
な
っ
て
（
一
七
九
六
）
や
う
や
く
橋
本
宗
吉
の
「
渦
蘭
燈
繹
地
球
全
圖
」
が
出
版
さ
れ
た
と
き
、
白
石
の
見
た
と
同
平
な

爾
宇
球
圖
で
あ
っ
淀
の
が
、
我
國
の
學
界
又
は
鵠
版
界
の
歌
里
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ト
　
ラ
　
ス

　
所
が
こ
の
橋
本
の
世
界
圖
は
和
蘭
陀
の
（
亜
都
良
察
）
に
よ
つ
た
も
の
だ
と
い
ふ
事
が
其
序
に
明
記
さ
れ
て
み
る
が
、

　
七
〇
〇
年
出
版
の
毒
搾
の
地
上
の
や
う
に
メ
ガ
ラ
ニ
カ
は
無
く
な
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
ソ
ヤ
は
西
の
軍
部
だ
け
書
い

て
あ
る
、
そ
こ
に
は
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
合
名
レ
ウ
イ
ン
（
H
し
㊦
Φ
≦
｛
一
日
⑳
）
千
六
百
廿
二
年
検
出
、
エ
ー
デ
ル
（
国
二
9
千

六
百
十
九
年
槍
出
、
叉
は
オ
ー
ス
ト
ラ
ソ
や
南
海
岸
の
名
で
あ
る
ノ
イ
ッ
（
窯
ξ
什
ω
）
千
七
百
廿
七
年
検
出
と
い
ふ
注
記

が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
千
七
百
廿
七
年
と
い
ふ
の
は
誤
で
あ
っ
て
、
や
は
り
千
六
百
廿
七
年
頃
に
ノ
イ
ッ
が
槍
幽
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ト
ラ
ス

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
圖
は
ど
う
し
て
も
十
七
世
紀
の
絡
寛
文
十
こ
年
頃
の
オ
ラ
ン
ダ
地
誌
の
鐸
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
さ
う
し
て
こ
の
圖
の
出
以
た
頃
に
な
っ
て
も
、
そ
の
買
上
で
は
ま
だ
日
本
の
周
圏
の
地
形
カ
ラ
フ
ト
や
北
海
道
は

正
し
く
は
な
か
っ
た
、
何
と
な
れ
ば
ラ
ベ
ル
；
ズ
が
日
本
海
や
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
を
探
達
し
π
の
が
、
　
一
七
八
七
年
（
天

明
七
年
）
で
あ
り
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
が
北
太
李
洋
を
探
照
し
た
の
が
、
安
永
入
訳
（
一
七
七
九
年
）
で
あ
っ
た
の
で

　
　
　
　
薪
弾
三
石
と
利
軸
壁
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巷
　
第
ご
號
　
　
二
ご
扁

（55）



　
　
　
　
斯
…
非
q
白
石
と
利
璃
轡
｛
（
懸
巣
艸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巷
　
　
第
二
曲
調
　
　
二
二
ご

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
故
に
自
認
の
見
た
地
界
は
橋
本
宗
吉
の
謬
し
た
蝸
蘭
新
謬
地
球
全
圖
の
原
本
と
ひ
と
し
い
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う

勿
論
大
小
精
粗
の
差
は
あ
っ
た
こ
と
、
思
は
れ
る
。
た
“
し
卸
本
版
の
世
界
地
髪
は
文
化
七
年
二
八
一
〇
）
幕
府
の
命

で
高
橋
景
保
が
爾
宇
球
式
に
よ
る
凸
新
訂
萬
國
全
圖
L
を
出
版
す
る
に
至
っ
て
、
そ
の
登
達
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
蓬

し
、
今
日
の
地
形
と
全
く
ち
が
は
ぬ
地
黒
が
幽
來
其
後
民
間
で
も
地
圖
の
學
大
に
進
み
、
嘉
永
五
年
佐
渡
宿
根
木
、
新

点
田
牧
、
藏
の
出
版
し
た
「
新
訂
坤
輿
略
圖
」
は
再
び
卵
形
圓
を
復
活
し
、
メ
ガ
ラ
ニ
ヵ
の
無
く
な
っ
た
こ
と
を
注
記
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
ブ
ル
ッ
チ

又
安
政
五
年
に
は
（
一
八
五
八
）
武
田
簡
吾
と
い
ふ
人
が
千
入
百
四
十
五
年
版
英
國
庸
普
爾
地
凸
版
の
「
輿
地
航
海
適
し
と

い
ふ
の
を
出
し
た
、
こ
れ
は
そ
の
名
の
示
す
通
り
メ
ル
カ
ト
ル
法
の
プ
ロ
ぜ
ク
シ
ヨ
ン
で
あ
り
、
　
こ
れ
に
先
つ
嘉
永

六
年
己
丑
（
西
紀
一
入
五
三
）
に
は
地
球
萬
國
方
圖
と
い
ふ
方
格
点
面
世
界
圏
が
出
版
さ
れ
淀
こ
と
も
あ
り
、
や
が
て
文

久
元
年
（
西
紀
一
八
六
一
）
に
は
佐
藤
正
養
の
新
刊
輿
地
全
圏
が
出
版
さ
れ
淀
、
こ
れ
は
異
の
メ
声
問
ト
ル
圖
式
で
一
入

五
七
年
和
蘭
の
書
犀
ぜ
・
フ
・
ス
テ
ム
レ
ル
の
鰻
版
を
、
翻
諜
複
刻
し
た
も
の
で
、
三
寸
詳
密
な
木
板
色
刷
手
押
の
精
巧

な
も
の
で
あ
っ
た
、
蓋
し
こ
の
圖
は
か
の
文
化
七
年
高
橋
作
左
衡
門
の
唐
紙
に
刷
っ
た
客
年
球
圖
以
後
出
色
の
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
し
　
を
　
ミ
　
ヘ
　
ヘ
　
ム
　
ム
　
ム
　
へ

あ
っ
た
か
ら
、
や
が
て
明
治
三
年
に
は
、
そ
の
ま
、
地
球
萬
國
方
薬
と
い
£
名
で
「
大
聖
明
木
法
鋼
鋸
開
基
第
二
男
松

も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

田
玄
々
堂
緑
山
」
（
拙
著
李
安
京
海
燕
慶
墾
照
）
に
よ
っ
て
複
刻
せ
ら
れ
東
京
で
糞
費
さ
れ
る
と
、
同
じ
く
四
年
に
京
都
の

橋
本
澄
月
も
亦
同
じ
も
の
を
銅
版
に
模
刻
し
、
村
上
勘
兵
衛
か
ら
登
寒
し
た
、
面
繋
い
こ
と
は
こ
れ
ら
の
メ
ル
カ
ト
ル

（56）



地
圖
な
る
も
の
は
、
す
べ
て
地
名
が
詳
細
で
あ
り
、
露
見
の
記
事
も
亦
文
化
の
爾
直
球
圖
な
ど
よ
り
も
微
細
に
な
り
、

例
倉
ば
慶
長
十
｝
年
ウ
イ
ソ
ヤ
ム
・
ヤ
ン
セ
ン
。
「
ど
い
ふ
へ
ん
」
（
U
5
．
律
①
菖
と
い
ふ
船
を
落
し
て
始
め
て
漢
太
利
亜
に

　
　
　
　
　
セ
ン
ト
エ
リ
ナ
　
　
ナ
ポ
レ
テ
ン

至
る
と
か
、
聖
画
．
里
那
島
蒙
破
倫
宝
島
に
流
さ
れ
て
死
す
な
ど
と
い
ふ
註
記
が
至
る
所
に
つ
い
て
み
る
の
で
あ
っ
た
。

蓋
し
こ
の
登
見
記
事
が
入
る
こ
と
は
、
囑
蘭
新
嘗
地
球
全
量
出
版
以
後
、
明
治
初
年
迄
の
世
界
地
圓
出
版
の
一
大
特
色

と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

　
い
つ
れ
他
日
機
を
得
て
、
か
う
し
た
我
國
に
於
け
る
世
界
地
圖
の
出
版
と
そ
の
方
式
の
子
達
叉
は
源
流
と
い
ふ
こ
と

に
つ
い
て
、
予
の
卑
見
を
登
表
す
る
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
我
國
で
世
界
地
圖
と
い
ふ
も
の
に
つ
い
て
の
學

誌
上
の
進
歩
を
概
括
す
る
と
笙
は
卵
形
圖
で
箋
の
メ
ガ
・
フ
；
？
の
る
坤
輿
禦
芸
濃
と
な
っ
て
正
保
繧
働

天
明
か
ら
嘉
永
六
年
ま
で
約
二
世
紀
の
間
を
支
配
し
外
國
と
い
へ
ば
五
大
洲
（
こ
の
時
に
は
南
北
ア
メ
ソ
ヵ
を
一
等
と

み
て
、
メ
ガ
ラ
ニ
カ
を
加
へ
る
）
又
は
六
大
洲
な
ど
諒
解
し
た
の
が
第
一
期
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
實
に
三
寸
賢
の
智
識

以
上
に
は
一
歩
も
出
な
か
っ
た
こ
と
を
記
す
る
。
つ
ぎ
に
第
二
期
に
オ
ラ
ン
ダ
の
地
黄
が
入
っ
て
き
て
、
両
石
め
眼
に

止
ま
b
、
は
じ
め
て
雨
宇
寸
感
の
美
瓢
を
學
ぶ
と
岡
時
に
そ
の
圖
式
の
出
版
も
現
は
れ
、
メ
ガ
ラ
ニ
カ
は
無
く
な
る
べ

き
も
の
と
き
ま
り
北
米
の
北
西
は
不
明
で
あ
り
、
日
本
の
北
方
エ
ゾ
な
ど
い
ふ
の
は
白
石
の
み
た
地
圖
上
で
は
當
時
猫

不
明
で
あ
っ
た
に
も
不
拘
、
東
印
度
諸
島
ジ
ヤ
バ
附
近
は
坤
輿
圖
よ
り
も
大
に
正
確
な
地
圖
が
出
來
π
と
い
ふ
時
代
が

出
て
き
た
、
さ
う
し
て
最
後
に
田
本
で
メ
ル
カ
ト
ル
の
地
盤
が
出
來
る
時
代
と
な
っ
て
、
其
原
本
の
出
版
か
ら
、
凡
十

　
　
　
　
新
井
白
石
と
利
璃
賓
（
藤
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
二
號
　
　
ご
二
三



　
　
　
　
薪
井
白
石
と
利
瑠
轡
（
藤
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
主
霧
第
二
競
　
一
三
四

年
内
外
で
之
を
複
刻
し
う
る
や
う
に
、
ま
つ
西
洋
と
殆
ど
岡
時
の
斑
版
が
墨
筆
る
や
う
に
も
な
）
、
や
が
て
明
治
の
維
、

新
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
π
。

　
以
上
縷
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
井
白
石
の
紀
聞
や
異
言
が
利
砺
餐
よ
り
も
い
か
程
進
歩
し
同
時
に
其
後
の
も
の

に
い
か
に
影
響
し
た
か
と
い
ふ
こ
と
を
、
明
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
我
國
に
於
て
の
世
界
地
髪
と
い
ふ
も
の
、
…
進
歩
し
た
こ
と
及
離
婁
の
か
は
っ
て
き
た
こ
と
も
明
に
し

た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
さ
う
し
π
豫
備
の
智
識
か
ら
、
越
前
幅
霊
芝
得
寺
の
世
界
圖
屏
風
な
る
も
の
を
見
る
と
、
畏
友

牧
野
信
之
助
君
や
、
大
日
本
史
料
の
編
纂
官
た
ち
が
そ
の
圖
を
以
て
慶
長
か
ら
元
和
寛
永
ま
で
の
世
界
地
響
で
あ
る
、

（
國
寳
）
と
い
ふ
…
が
、
い
か
に
も
馨
が
食
い
や
・
に
考
へ
ら
れ
・
の
で
、
予
は
・
ξ
あ
羅
寺
の
糞
鳳

屏
風
の
圖
式
や
製
作
年
代
と
い
ふ
も
の
を
附
考
と
し
て
み
た
い
。
何
と
な
れ
ば
そ
の
圖
示
す
る
世
界
智
識
は
全
く
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
ゾ

白
石
の
采
覧
異
言
や
紀
聞
に
一
致
し
て
、
北
米
の
北
西
が
不
明
で
あ
り
、
野
作
が
や
、
現
れ
か
け
て
、
メ
ガ
ラ
ニ
ヵ
を

失
ひ
爪
畦
の
附
訴
が
坤
輿
圖
よ
り
も
遙
に
明
確
に
圖
示
さ
れ
て
み
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
み
る
等
々
あ
ま
り
に
も
自

記
の
研
究
し
た
世
界
地
離
の
程
度
に
吻
合
す
る
か
ら
で
あ
る
、
或
は
白
石
の
紀
聞
や
異
言
を
熟
讃
し
た
好
事
の
人
が
、

正
徳
以
後
に
之
を
作
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
Q
又
其
圖
式
が
古
い
時
代
の
方
圖
で
あ
る
と
い
ふ

こ
と
が
却
っ
て
我
日
本
の
世
界
地
圖
の
出
版
の
歴
史
か
ら
み
て
、
新
し
い
も
の
だ
と
考
へ
し
め
る
一
理
由
で
あ
る
。
筆

を
改
め
て
世
界
圖
屏
風
そ
の
も
の
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
み
る
で
あ
ら
う
。


